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厳し い残 暑 の中 を９ 月の 例 会に 4 2 名 の会 員 が集 い まし た。 
秋 へ の 歩 み は ゆ っ く り の よ う で す が 、 会 場 の 東 京 海 洋 大 学

近 く の 「 み た て ば し 」 を 渡 る と 運 河 を 吹 き ぬ け て く る 風 が 感
じら れま し た。  

 
主宰 から は 、本 日付 けの 朝 日新 聞の 歌壇 俳 壇欄 にコ ラム  

が掲 載さ れ たと のタ イム リ ーな お話 があ り まし た。猛暑 日 3 1
日 を 記 録 し た 松 山 で の 俳 句 甲 子 園 、 そ の 審 査 委 員 長 の お 一 人
と して 高 校 生 ・ 元 高 校 生 か ら た っ ぷ り の 熱 量 を も ら い 無 事 帰
還？ され た との こと です。  
 ま た 、 毎 日 新 聞 に は 俳 句 甲 子 園 の 後 の こ と を 書 い た コ ラム
が 1 0 日付 けで 掲 載さ れる 、 2 本の コラム を 書き 上 げ 俳句 甲子
園を 2 度 体 験し たよ うな ８ 月で あっ たと の ご報 告が あり ま し
た。  
 前 半は 各 自披 講、互 選高 得
点（ 1 0 点 句、 6 点句 、５ 点
句、4 点句 ）の合 評を しま し
た。  
後半 は 、主 宰 の選 と講 評で

す。☆ 、☆ ☆ 、☆ ☆☆ の順 に
読み 上げ、☆ ☆と ☆☆ ☆の 句
に つ い て 主 宰 の 選 評 ・ 作 者 の 自 句 自 解 へ と 進 ん だ 後 に 、 出 席
者 全 員 に 対 す る 句 評 が あ り ま し た 。 こ こ で は 、 主 宰 が 作 者 の
意図 を丁 寧 に汲 み取 られ な がら 1 句 1 句 講 評さ れ てゆ きま す。
どん な 背 景 が あ り どの よ う な シ チ ュ エ ー シ ョ ン で 句 が 成 り 立
った のか 、こ のあ たり が興 味 の尽 きな いと こ ろで す。対面 だか
らこ そ味 わ える 学び の機 会 だと 実感 しま す。  

( 彼 岸 花  府 中 市 郷 土 の森 公 園 )  



主 宰 が 声 に 出 して 読 み 上 げ 様 々 な 角 度 か ら 講 評 さ れ る と 紙
面か ら一 句 が立 ちあ がり 、 映像 が結 ばれ て ゆき ます。  
そ の 後 、 全 員 の 句 の 講 評 が さ れ ま し た 。 作 者 一 人 一 人 の 思

い に 耳 を 傾 け つ つ 、 添 削 を 交 え な が ら の 指 導 が ぴ っ た り 予 定
の 1 6 : 3 0 に終 了 しま した 。  

 
主宰 の講 評 から いく つか の ポイ ント をご 紹 介し ます。  
・だ れの 記 憶に もあ るよ う な先 行句 があ る 場合 は  
・取 り合 わ せの 句に つい て  
・韻 を踏 ん でリ ズム や響 き を  
・動 詞を 減 らす には  
・三 段切 れ の句 は  
・季 語の 広 がり  
・切 れ字 をどの よう に使 う か  
・歴 史的 仮 名遣 いに つい て    
                  

事務 局か ら  
○ 1 0 月 例会 は 1 0 月 1 3 日第 1 回 青地 巡礼 吟 行と して 開催 し
ます。 1 1 月例 会 は 1 1 月 1 0 日東 京海 洋大 学 です。  

○令 和 7 年度 の 会員 資格 更 新の アン ケー ト がま だの 方は 更
新手 続き を お願 いし ます。  

○令 和 7 年度 会 費の 振込 は 令和 6 年 1 0 月 7 日 ・ 月曜 日ま
でに お願 い しま す。  
昨年 ９月 カ ウン ト ダウン 句会 が スタ ート し 青麗 が産 声

を上 げて ちょ う ど 1 年 、着 実 に 歩み を進 め すこ やか に伸
びて いる こ とを 感じ ます。  
立ち 上げから 駆 け 抜 けて こ られ た主 宰を は じめ スタ ッ

フの 皆さ ま あり がと うご ざい ま した 。  
来年 度に 向 けま す ま す期 待 のふ くら む青 麗 です。  
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